
(57)【要約】
【課題】　総菜を得る、具材を詰めるための容器を、天然の雲丹殻体を用い詰め容器を創
作に備え、その詰め容器に、雲丹の卵巣を基材とし、調理加工、加熱加工を有し得た具材
を詰め入れ、新たな像映と風味を創出することにある。
【解決手段】　天然の雲丹殻体を用いて、詰め容器（１）を創作し、その詰め容器（１）
に、野菜、根菜等を調理加工、加熱加工を有し、下ごしらえの味を整えた具材（３）を詰
め入れ、その上面体に、雲丹の卵巣（２）を敷き並べ、乳材からなるソース汁（４）を掛
け注ぎ、急速の冷凍を有する。
本発明は、雲丹の卵巣を基材において調理加工した総菜と、その総菜となる具材を詰める
容器を、天然の雲丹殻体を使用したことを最も主要とする。 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 天 然 の 雲 丹 殻 体 を 用 い て 詰 め 容 器 （ １ ） を 創 作 し 、 そ の 詰 め 容 器 （ １ ） に 、 野 菜 、 根 菜
等 を 調 理 加 工 、 加 熱 加 工 を 有 し 、 下 ご し ら え の 味 を 整 え た 具 材 （ ３ ） を 詰 め 、 そ の 上 面 体
に 雲 丹 の 卵 巣 （ ２ ） を 敷 き 並 べ 、 乳 材 か ら な る ソ ー ス 汁 （ ４ ） を 掛 け 注 ぎ 、 急 速 の 冷 凍 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 雲 丹 殻 の 容 器 詰 め 雲 丹 の 卵 巣 の 冷 凍 総 菜 。
【 請 求 項 ２ 】
　 天 然 の 雲 丹 殻 体 の 上 面 部 を 円 形 状 に 切 り 抜 き 開 口 （ ５ ） を 設 け 、 そ の 開 口 （ ５ ） を 使 い
、 内 体 の 卵 巣 及 び 内 臓 を 除 去 し 、 良 く 水 洗 い 、 熱 殺 菌 消 毒 を 有 し 、 雲 丹 殻 体 の 詰 め 容 器 （
１ ） を 創 作 に 備 え 、 そ の 詰 め 容 器 （ １ ） の 内 体 壁 に 油 脂 を 塗 り 、 野 菜 、 根 菜 等 を み じ ん ぎ
り の 調 理 加 工 に て 加 熱 を 有 し 、 砂 糖 、 塩 、 胡 椒 等 の 調 味 料 に お い て 下 ご し ら え の 味 を 整 え
、 総 菜 と な る 具 材 （ ３ ） を 詰 め 入 れ 、 そ の 上 面 体 に 、 雲 丹 の 卵 巣 （ ２ ） を 敷 き 並 べ 、 ま た
そ の 上 面 体 に 、 生 ク リ ー ム 、 お ろ し チ ー ズ 、 卵 黄 等 の 混 ぜ 合 わ せ か ら な る ソ ー ス 汁 （ ４ ）
を 作 り 掛 け 注 ぎ 、 抗 菌 シ ー ト を 用 い た 蓋 （ ６ ） を 開 口 （ ５ ） に 装 置 し 、 急 速 の 冷 凍 を す る
こ と を 特 徴 と す る 、 雲 丹 殻 の 容 器 詰 め 雲 丹 の 卵 巣 の 冷 凍 総 菜 と そ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 天 然 の 雲 丹 殻 体 を 用 い て 詰 め 容 器 を 創 作 に 備 え 、 詰 め 容 器 の 内 体 に 、 雲 丹 の
卵 巣 を 基 材 と し て 調 理 加 工 、 過 熱 加 工 を 有 し た 具 材 を 詰 め 入 れ 、 そ の 上 面 体 に 乳 材 か ら な
る ソ ー ス 汁 を 掛 け 注 ぎ 、 急 速 の 冷 凍 を 有 し た 雲 丹 殻 の 容 器 詰 め 雲 丹 の 卵 巣 の 冷 凍 総 菜 と そ
の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 の 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 雲 丹 の 卵 巣 に お け る 調 理 加 工 製 品 を 詰 め る 包 装 容 器 の 主 な 素 材 と 加 工 製 品 は 、 木
材 （ 箱 、 チ ョ ー ギ ） 、 竹 材 （ ざ る 、 か ご ） 、 ス チ ロ ー ル 材 （ 皿 、 箱 、 袋 ） 、 ガ ラ ス 材 （ ビ
ン 、 ツ ボ 、 皿 ） 陶 器 材 （ ツ ボ 、 皿 ） 、 ビ ニ ー ル 材 （ 袋 、 シ ー ト ） 、 紙 材 （ 箱 、 袋 、 シ ー ト
） 、 ア ル ミ 材 （ カ ッ プ 、 シ ー ト 、 皿 ） 等 で 、 包 装 使 用 製 品 に 応 じ て 使 い 分 け さ れ て い る 。
こ の よ う に 従 来 よ り の あ り き た り の 包 装 製 品 で 、 新 鮮 味 に 欠 け る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 今 日 、 雲 丹 の 卵 巣 に よ る 主 流 製 品 は 、 生 鮮 に よ る 生 雲 丹 と し て 食 さ れ て い る の が 最 も 多
く 、 次 に 、 調 理 加 工 に よ る 塩 蔵 、 し ょ う 油 漬 け と か 一 般 的 に 食 さ れ て い る 。 ま た 、 雲 丹 の
卵 巣 を 基 材 と し 、 他 の 食 材 と の 混 ぜ 合 わ せ に よ る （ ふ り か け 、 お 茶 漬 け 、 せ ん べ い 等 ） 乾
燥 状 態 に 調 理 加 工 さ れ た 製 品 が 食 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 総 菜 を 得 る 、 具 材 を 詰 め る た め の 容 器 を 、 天 然 の 雲 丹 殻 体 の 詰 め 容 器 を 創 作 に 備 え 、 雲
丹 の 卵 巣 を 基 材 と し 、 調 理 加 工 、 過 熱 加 工 を 有 し 得 た 具 材 を 詰 め 入 れ 、 新 た な 像 映 と 風 味
を 創 出 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 雲 丹 の 卵 巣 を 基 材 に お い て 調 理 加 工 し た 総 菜 と 、 そ の 総 菜 と な る 具 材 を 詰 め
る 容 器 を 、 天 然 の 雲 丹 殻 体 を 使 用 し た こ と を 最 も 主 要 の 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 雲 丹 殻 体 を 、 雲 丹 の 卵 巣 を 基 材 と し 、 調 理 加 工 に お け る 具 材 を 詰 め る 容 器 と し た こ と に
お い て 、 食 す る と き 、 詰 め 容 器 そ の も の が 器 と な り 像 映 と 風 味 と が 一 体 と な り 、 よ り 食 卓
を 盛 り 上 げ る と 共 に 、 新 鮮 味 を も た ら す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 ま た 、 食 す る と き 、 解 凍 及 び 再 調 理 に よ る 加 熱 使 用 を 有 す る こ と に お い て 雲 丹 殻 体 よ り
磯 の 香 り が 引 き 出 さ れ 、 自 然 の 風 味 と 共 に 総 菜 を 食 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 実 施 の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 雲 丹 の 卵 巣 を 基 材 に 調 理 加 工 を し 、 総 菜 と な る 具 材 を 詰 め る 容 器 を 雲 丹 殻 体 を 求 め 使 用
し た こ と に お い て 、 雲 丹 の 卵 巣 に よ る 総 菜 の 風 味 を よ り 一 層 、 強 く 引 き 出 す こ と が で き た
。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 天 然 の 雲 丹 殻 体 に 具 材 を 詰 め る 、 詰 め 容 器 （ １ ） を 創 作 に 備 え 、 詰 め 容 器 （ １ ） の 内 体
壁 に バ タ ー を 塗 り 、 下 ご し ら え の 調 理 加 工 と 味 を 整 え た 野 菜 、 根 菜 等 の グ ラ タ ン 具 材 （ ３
） を 詰 め 入 れ 、 そ の 上 面 体 に 、 雲 丹 の 生 卵 巣 （ ２ ） を 敷 き 並 べ 、 生 ク リ ー ム 等 の 乳 材 か ら
な る ソ ー ス 汁 （ ４ ） を 掛 け 注 ぎ 、 急 速 の 冷 凍 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 雲 丹 殻 の 容 器 詰
め 雲 丹 の 卵 巣 の 冷 凍 総 菜 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 １ 　 天 然 の 雲 丹 殻 体 の 上 面 部 を 円 形 状 に 切 り 抜 き 、 開 口 （ ５ ） を 設 け 開 口 （ ５ ） を 使 い
体 内 の 卵 巣 及 び 内 臓 を 除 去 す る 。
　 ２ 　 雲 丹 殻 体 を 良 く 水 洗 い 、 熱 湯 温 １ ０ ０ ℃ の 蒸 気 熱 に お い て 、 １ ５ 分 前 後 の 熱 殺 菌 消
毒 を 有 し 、 雲 丹 殻 体 に よ る 詰 め 容 器 （ １ ） を 創 作 す る 。
　 ３ 　 詰 め 容 器 （ １ ） の 開 口 （ ５ ） よ り 、 内 体 壁 全 体 に バ タ ー 等 の 油 脂 材 を 塗 り 備 え る 。
　 ４ 　 詰 め 容 器 （ １ ） の 開 口 （ ５ ） よ り 、 内 体 に 、 野 菜 、 根 菜 等 を 、 み じ ん 切 り の 調 理 加
工 に て 過 熱 を 有 し 、 砂 糖 、 塩 、 胡 椒 等 の 調 味 料 を 混 ぜ 合 わ せ 、 下 ご し ら え の 味 を 整 え た グ
ラ タ ン 具 材 （ ３ ） を 詰 め 入 れ る 。
　 ５ 　 詰 め 容 器 （ １ ） の 開 口 （ ５ ） よ り 、 グ ラ タ ン 具 材 （ ３ ） の 上 面 体 に 、 雲 丹 の 卵 巣 （
２ ） を 敷 き 並 べ る 。
　 ６ 　 詰 め 容 器 （ １ ） の 開 口 （ ５ ） よ り 、 雲 丹 の 生 卵 巣 （ ２ ） の 上 面 体 に 、 生 ク リ ー ム 、
お ろ し チ ー ズ 、 卵 巣 、 バ タ ー 等 を 混 ぜ 合 わ せ た ソ ー ス 汁 （ ４ ） を 作 り 、 そ の ソ ー ス 汁 （ ４
） を 掛 け 注 ぐ 。
　 ７ 　 詰 め 容 器 （ １ ） の 開 口 （ ５ ） の 上 部 に 、 抗 菌 シ ー ト を 用 い た 蓋 （ ６ ） を 装 置 し 、 固
着 す る 。
　 ８ 　 詰 め 容 器 （ １ ） を 、 零 下 １ ８ ℃ 前 後 の 冷 凍 庫 に お い て 急 速 の 冷 凍 を 有 し 保 存 す る 。
　 ９ 　 詰 め 容 器 （ １ ） を 、 冷 凍 状 態 に お い て 保 冷 ケ ー ス に 詰 め 出 荷 を 有 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 実 施 例 と し て 、 雲 丹 殻 体 の 詰 め 容 器 （ １ ） を 用 い 、 雲 丹 の 生 卵 巣 姿 焼 き 。 雲 丹 の 生
卵 巣 と 海 鮮 焼 き 。 雲 丹 の 卵 巣 を 基 材 と し 調 理 加 工 を 有 し た 、 炊 き 込 み ご 飯 等 の 、 日 本 食 、
洋 食 の 多 種 多 様 の 総 菜 、 調 理 加 工 食 材 を 詰 め 入 れ 器 食 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 詰 め 容 器 （ １ ） の 解 凍 及 び 再 加 熱 調 理 は 、 焼 き 加 熱 、 蒸 し 過 熱 、 電 子 加 熱 等 が 適 し 、 そ
れ ぞ れ の 加 熱 味 を 食 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 雲 丹 殻 体 の 詰 め 容 器 を 用 い 、 共 と す る 雲 丹 の 卵 巣 を 基 材 と し た 総 菜 と の 一 体 を 図 る こ と
に よ り 、 像 映 と 風 味 を 創 出 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 　 雲 丹 殻 の 容 器 詰 め 雲 丹 の 卵 巣 の 冷 凍 総 菜 の 実 施 例 の 形 態 を 示 す 、 一 部 切 断 斜 視
図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ 　 雲 丹 殻 体 の 詰 め 容 器
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　 ２ 　 雲 丹 の 卵 巣
　 ３ 　 具 材
　 ４ 　 ク リ ー ム 汁
　 ５ 　 開 口
　 ６ 　 蓋

【 図 １ 】
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